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る。翌 とい う自己批判のもと,「 従来かえ りみ
られなかった負の側面 も含めた研究をお しすす




　 また鈴木敬司は,「 軍神 に続 く横山少年團」
の存在を取 り上げなが ら,「椋鳩十が,あ の よ
うな 『報道記事」 を書かざるを得なかった心境
が,私 には じゅうぶんに推察できる。翌 と述べ
た。その上で鈴木は,椋 の 「軍紳につづ く横山
少年團」の執筆に関 し,本 名を使用 したことを
椋の 「精いっぱいの抵抗」と解釈 しなが らも自
己の見解に迷いがある。 さらに鈴木は椋文学の
大衆性 について論 じる中で も自らの 「高い評
価」61と再検討の必要性への迷いを記 しているG
以上の見解を述べなが らも,両 者は依然 として
「負の側面 も含めた研究」の成果は示 していな
い ○
　今回,「 軍憩につづ く横山少年團」 と同 じく
『幼年倶樂部』(1942年6月 号)に 掲載された作
品 「太郎のかた」 を取 り上げ,こ の作品が当時
の国策に沿って書かれたものであ り,子 どもを





　本研究の 目的は,上 述 したように作晶 「太郎
のかた」が当時の国策に沿って,子 どもを国家
の人的資源 として育て,自 ら 「喜んで身を差し
出す」ように仕向ける教化 ・動員に繋がる作品
であ り,椋 が当時の国策や 『幼年倶樂部』の編
集方針 を受け入れ,執 筆 したものであることを
述べ る。
方　法




　　 「野天風呂」は,物 語の初めに太郎の 「課






8日 付 け夕刊 には 「帝 國 ・米英 に宣戦 を布告




戦果が報 じられた。 こうした記事が続 く中,
1942年3月6日 には真珠湾攻撃の際 特殊潜航
艇 に乗 り組み戦死した9名 の海軍兵士 について
の大本営発表があ り,翌7日,新 聞紙上で9名
の海軍兵士は 「軍神」 として称 えられだ ∩1。以
来 「九軍神」は連日のように新聞紙上,雑 誌な
どで取 り上げ られ。1942年5月 号の 「幼年倶樂
部』で も,「 九軍神」 を讃 える詩や九軍神の一
人である岩佐直治中佐の人物像を紹介 した作品
が写真入 りで掲載 された11'。こうした戦局の中,
翌6月 号の 『幼年倶樂部」 に椋鳩十作 「太郎の
かた」は掲載 された。
(2)「 太郎のかた」の構成
　作品 「太郎のかた」は,主 人公の10歳 の少年
太郎 と兵隊の交流を中心に描かれたごく短い物
語で,「 導入,展 開,結 末部」の3部 に分けら


















　　　 敬や憧れの気持 ち,親 近感などが表され
　　　 る。
　 展開②:太 郎は,部 隊長ひげをはや した兵隊
　　　 さんと一緒に野天風呂に入 り,兵 隊さん
　　　 の家も同じ野天風呂だと知 り嬉 しくなる。
　　　 さらに兵隊さんか ら,風 呂の水汲みのお
　　　 手伝いをして,大 きな 日本が担がれるよ
　　　 うな丈夫な肩をつ くるよう励 まされる。
結末部(太 郎の成長)
　結末部は,太 郎の変化 ・成長 した姿が示され
る。












　す でに 「方法」で述べたように,(P主 人公
「太郎」の人物像の変化,〈2}「野天風呂」の意








　 「野天風呂」にこだわる気持 ち(課 題)を
持った,「 やせた肩」の少年 「太郎」。
　ア)「 …春男 くんとこのや うな.ふ ろがほ し
　い な あ。… 」(下 線 は筆 者 に よる。以 下 同
　 じ。/『 幼 年倶 樂部』1942年6月 号 「太郎
　のか た」,本 文 く以下 「本 文」 と表記 す る
　>p.48)








つ りの たい この音 よ り,も つ と,こ ころが
わ くわ くす る ことです 。/學 校 か ら,お い
ちにおいちに,か けあしでかへつて來まし
…』　 を うた ってゐる時…」(本 文p.48)
ウ)「 ことし十歳になる太郎は,や せたかた
を … 」(本 文,p.49)
　太郎は今年10歳 になる 「肩のやせた」少年で
ある。父親 と風呂につかりなが ら,文 部省唱歌
「出た出た月が…」121や軍歌 「か って來 るぞ と
…」131を口ずさむ当時の ごく一般的な少年像が
示される。ここで注 目するのは,以 下の3点 で
ある。
　ア)「 野天風呂」にこだわる気持ち
　 イ)文 部省唱歌 「ツキ」と軍歌 「露営の歌」
　ウ)太 郎の 「やせたかた」




　 イ)唱 歌 と軍歌　　→唱歌
　　　　　　　　　　→軍歌





れ,変 化 ・成長す る可能性を暗示 している。ま
た同様に,太 郎の 「やせたかた」 も 「逞 しいか




　 「おまつ りのたいこの音より,も つと,
こころがわ くわ くすることです」の言葉に











いちに」の駆 け足 は,兵 隊 を模 して遊ぶ
「兵隊ごっこ」1いのつもりとも読み取れる。
ウ)た た,た たた,た た,た たた。/太 郎 は
きくわん じゆうのまねをして,か けて行き
ました。(本 文p.50)





「たた,た たた,… 」 とリズ ミカルな機関
銃の音に,喜 び勇んで駆けて行 く太郎の様
子が読み取 れる。 また,機 関銃の真似 は
「兵 たいさん」か ら想起 されたイメージの
再現,あ るいは 「兵隊ごっこ」のつもりで




お り,「戦争 ごっこ」に 日々興 じる一般的
な10歳 の少年として描かれている。
エ)太 郎は大 よろこびで,兵 たいさんと　 い
つ しよに,は い りました。(本 文p.50-51)
　太郎を風呂に誘ったのは,部 隊長ひげを
生や した兵たいさんであった。親 しく声 を
かけてもらい,風 呂に誘ってもらうだけで
な く,そ の兵隊さんが部隊長らしい 「立派
な」兵たいさんだったことも殊更太郎を大
喜びさせていると思われる。また,一 緒に
風呂に入ることで,太 郎 と 「兵たいさん」
の距離は縮まり親 しさが増す。
オ)う ちのふ ろ も,ひ げ の兵たい さん とこの
とお な じだ と思 ふ と,太 郎 は,う れ し くな
つて來 ました。(本 文p.51)
　[A]の 太郎は 「野天風 呂」を受け入れ
難 く感じていた。しか し 「ひげの兵たいさ
ん」の家の風呂と同 じであったことで 「兵
たいさん」に対する尊敬 憧れに加えて,
信頼 ・親近感も一段 と増 して くる。こうし
たポジテ ィブな感情を一気に加速 させたの
は,二 人の共通点 「野天風呂」である。 こ
うして[A']の 太郎は,「兵隊 さんに傾倒
する」気持ちを強める。
② 「兵たいさん」 から教育を受 ける太郎(軍
　国教育)
ア)『 …今,日 本が,ぐ ん ぐん大 きくなつて
ゐること,學 校で をそはつたはずだね。
二二』
　 「日本が,ぐ んぐん大 きくなつてゐるこ
と」13とい うのは,作 品 「太郎のかた」の
掲載時期(1942年6月 号)を 考えると,太
平洋戦争開戦か ら半年間の様子を伝 えてい









葉,「 學 こうで をそはつたはずだね」は,
当時の国民学校における戦争教育の一端を
示 したものであり,子 どもを 「大東亜戦争
の進展 に向けさせ」,「皇国の使命」へ と意
識付けるものであった。
イ)『 ああ,十 さい か,ぢ や,も う,ふ ろの
水 くみのおてつだひで きるね。水 くみのお
てつ だ ひ して,日 本が ぐつ と,か つ がれ る
や うな,ぢ やうぶな　かたをつ くらなくて
は,い けないな。』(本 文p.52)
「兵 たい さん」 は,太 郎 に 「水 くみ のおてつ
だひして」と鍛錬のための具体的な実践方法を






兵たいさん」 との 「野天風呂」の共有(一 緒に
風呂に入る,コ ンプレックスであった 「野天風


















発 達 教 育 学 部 紀 要
読者にも十分伝 わったと思われる。
　作品 「太郎のかた」に描かれた① 「大 きな 日
本をぐっと担がれるように」 という題 目の下,
水汲みなどの② 「手伝い」をしながら③ 「体を
鍛 える」ことは,「 かっ達剛健な心身 と献身奉
公の実践力」を有 し,「勤労 を愛好」 し,や が








　ア)「 太郎は,そ のよ くじつか ら,ふ ろの水
くみはじぶん一人でひきうけました。」(本
変化 ・成長する物語である。太郎の成長に大き
く 「貢献」 したのは太郎がこだわ りを持ってい




　 自然 と一体 となる場,「 地球のまん中に,で
ん とすゑられた,す ば らしいふろば」
　 ア)「 太郎のいへのふ ろは,の でんぶろです。
/お とうさんが,わ かいころにつ くつたふ
　ろを けで …」(本 文p.47)
イ)「 … このふ ろ ばのや ね は,そ ら,あ の 山
のむかふまでつづいてゐる,青 てんじやう
だぞ。…(中 略)… どうだい,太 郎 。 この
ふろ ばは,ち きうのまん中 に,で ん とす ゑ
られた,す ば ら しいふろば じや ないかい。」
文p.53)
イ)「 なん ばい も,な ん ばい も,バ ケ ツで水
をは こび ます 。」(本 文p.53)
ウ)「 …太郎のかちだの中にも,日 本を ぐつ
と,せ おふ こ とので きるちか らが,ま い 日,
少 しつ つ,少 しつつ,み ちてい くや うな き
　　 (本文p.48)
　 「野天風呂」[B]は,元 来 こうした太郎の
父親の言葉に示 されたものであった。 しかし,
太郎の思いは,こ れとは異な り 「やつば り,春
男 くん とこのや うな,ふ ろばがいいなあ」 と
「野天風呂」 を受け入れられない。
がす るので した。」(本 文p.53)
　太郎は野天風 呂で 「兵たいさん」か ら 「教
育」 を受け,「 大 きな日本 を背負 う」 という使
命に 目覚める。 こうした使命を自覚 した 「太
郎」 は,風 呂の水汲みを 「自分一人で引 き受
け」鍛錬する。 日々の鍛錬の中で,太 郎は,自
分の体の中に 「日本をぐっと背負うことのでき
る力」が満ちてい くのを感 じる。「太郎」が こ
うした鍛錬を続けることにより,「やせたかた」
は逞 しい 「かた」へと変化 ・成長 してきている
ことが想像で きる。また,太 郎[A]の 課題で
あった野天風呂へのこだわ りは,こ こではすっ
か り消失している。
　以上述べ たように作品 「太郎のかた」 は,
「やせた肩」を持 った少年太郎が,「 兵 たい さ
ん」の教育によ り 「逞 しいかた」の持ち主へ と
[Bノ]の 「野天風呂」





イ)「 ぼ くの ところの も,の で んぶ ろで,牛
ごやのわきにあつてね,ぼ くのおちいさん
のだ いか らので,こ れ とお な じふろだ。」
　(本文p.51)
　尊敬 ・憧れの対象である 「兵たいさん」は
「野天風呂」につか り,自 分の家の風呂も同 じ
「野天風呂」だと太郎に告げる。それを聞いて
「うちのふろも,ひ げの兵たいさんとこのとお
な じだと思ふと,太 郎は,う れしくなつて來 ま
した。」(本 文p.51)と ある。「うちのふろも」
とあるように,コ ンプレックスを感じていた自




の風呂と 「同じ」であることがわか り,太 郎 は
嬉 しくなる。このように,太 郎の家の 「野天風
呂」は,兵 隊 さんと一体化 されることで,そ の
価値は 「兵たいさん」 と同等にな り,も はやコ
ンプレックスの対象ではな くなって しまう。
　さらに,「 兵たい さん」 と一体化 した太郎の
家の 「野天風呂」は 「兵たいさん」に象徴 され
る 「戦争」 と結びつ く 「場」 となる。「これは,
ちよつとばか りやせてゐるな」 と太郎の肩をた
た き,今,日 本が ぐんぐん大 きくなっているこ
とを学校で教わっているはずだねと 「兵たいさ
ん」 の戦争教育が始 まる。「兵 たい さん」 は
「どうかな,大 きな日本が,こ のかたで,か つ
がれるか しら」 と問いかけ,「 水 くみのおてつ
だひして,日 本が ぐつ と,か つがれるやうな,
ぢや うぶなかたをつ くらな くては,い けない
な。」 と激励 のメッセージを太郎に伝える2ω。
この激励は,侵 略戦争 を続ける日本 を担 う担い
手になれ と,太 郎に対 し励まし奮い立たせるも
ので,「 野天風 呂」[B'コ は,太 郎 を 「軍国少
年」へと方向付ける 「軍国教育の場」へ と変化
した。従って,こ こでは 「兵たいさん」は 「軍
国教育」を施す 「教師」の役割を担っている。
[B"]の 「野天風呂」
　「軍国少年」 を育てる 「鍛錬の場」 となる
　ア)「 太郎は,そ の よくじつから,ふ ろの水
くみ は じぶ ん ひ と りで ひ きうけ ま した。」
(本 文p.53)
イ)「 なん ば い も,な ん ばい も,バ ケ ツで 水
をは こび ます。」(本 文p.53)
ウ)「 … この水 がみ ちて い くや う に,太 郎 の
か らだの 中に も,日 本 を ぐつ と,せ をふ ご
とので きるちか らが,… …み ち てい くや う
な きがす るので した。」(本 文p.53)
　太郎は,大 きな日本を担げるような丈夫な体
を作るため,自 分一人で風呂の水汲み引 き受け







育」の場から,軍 国少年を作 りあげる 「鍛錬の
場」と変化 した。
　以上述べてきたように,「 自然 と一体 となる
場」であったのどかな 「野天風 呂」[B]は,
「兵たいさん」によって 「軍国教育の場」[B']











い。」211と述べ たように,太 郎の変化 ・成長の
きっかけは,「兵たいさん」の民泊であった。
その民泊の中で,「 野天風呂」が大 きな鍵 と
なって物語が展開する。兵士 を一般家庭に迎え











[A']の 太郎が 「兵たいさん」に大 きく傾倒す
る姿を示 した。太郎が傾倒する姿が強ければ強
いほ ど,「兵たい さん」の存在 はクローズアッ
プされ,「 大 きな日本を担 ぐために,丈 夫な肩
をつ くらなくてはならない」 という 「兵たいさ
一74一
発 達 教 育 学 部 紀 要
ん」の激励のメッセージは力強 く響 く。こうし
て 「兵たいさん」の力強いメッセージは,作 中
の主人公 「太郎」や 『幼年倶樂部』 の読者の
「心 を強 く揺 り動かす。」舳 ことになる。
　 「大 きな 日本をぐっと担がれるように」 とは,
「克ク皇国日本ノ負荷二任ズベキ」251という皇国






し,児 童の教育 を全 うしようとした」26)のであ
る。「兵たいさん」が 「野天風呂」で伝えた激
励 のメッセージは,ま さに,当 時の 「国民学
校」の教育理念に合致するもの,即 ち当時の国
策を支持するものであった。
　以上,述 べて きたように,作 品 「太郎のか
た」は,当 時の 日常的な子 どもの姿を描 きなが
ら,読 者を 「兵役」へ と引 き込んでい くもので
あ り,教 化 ・動員ための作品であると言わざる
をえない。作品 「太郎のかた」が掲載 された
1942年6月 号 『幼年倶樂部』の 「御家庭の皆様
へ」271に以下のように書かれている。
　　　幼年雑誌の持つ感化力,及 ぼす影響力の
大 きい ことは,作 家,書 家諸先生 も,編 輯
者も,常 々深 く心 してをります。御家庭の






で,巻 頭で,呼 びかけてゐるやう,六 月號
では,勤 勢精神の鼓吹に重黙 をおいてゐま
す。表紙糟 に見るやうな,勤 勢を歓ぶ子供,




身に共感共鳴を起 させるや う,檜 で,讃 物
で,子 供の心を強 く揺 り動かすのが,雑 誌











を起 させるや う,糟 で,讃 物で,子 どもの心を
強 く揺 り動かすのが,雑 誌の使命 と信 じます。」
と記 されているように,当 時の 『幼年倶樂部』
の読者 は,「太郎のかた」の主人公太郎の姿に,
「共感 ・共鳴」 し,「強 く心を揺 り動か され」,
太郎の姿を自らの中に取 り込んでいったと思わ
れる。読者たちは,こ うした主人公の姿 を取 り







ゐたからだ と,つ くづ く思 ひました。」3Pと共
感 ・共鳴し,日 頃の鍛錬の様子 を綴 り,「 この




響力の大 きいことは,作 家 蚕家諸先生 も,編
輯者 も,常 々深 く心 してをります。」 と幼年倶
樂部編集部が言 うように,作 家である椋 自身も
この ことは十分に 「心していた」と思われる。
従って,作 品 「太郎のかた」の 「忘れてはなら
ない重い意味」33!を,鳥 越の言 う新 しい領域へ
の挑戦の際の 「作者の大 きな誤算」34)と捉えて
はな らない。 また,鈴 木は 「太郎 のかた」 に
「当時の時代状況の影が落ちている」35)と曖昧な





持するポーズ」 と見ている。 しかしなが ら,椋




ではな く,ま さに時局や,『 幼年倶樂部』の編












争ごっこ」に興 じ,唱 歌 も歌 えば軍歌 も歌 う天
真欄漫 な少年であった太郎が,尊 敬 し憧れ る
「兵たいさん」 と一緒 に 「野天風 呂」 に入るこ




へ と導 く教育であ り,そ の教育の結果,太 郎は
自ら風呂の水 くみをして鍛錬する 「自覚的な軍
国少年」として変化 ・成長 したことが明 らかに
なった。
　「大 きなEI本 」とは,他 国を侵略 し拡大す る
日本であ り,「かつがれる」 とはそ ういう日本
を支え担う一員となることである。言い換えれ
ば,侵 略戦争の担い手になることである。
　 また,太 郎のコンプレックスであった 「野天
風呂」は,元 来青天井の下,自 然を身近に感 じ
られる 「地球の真ん中にでんとすえられた素晴
らしい風呂」であった。 しか し,椋 はこののど
かな 「野天風呂」さえも 「軍国教育の場」 とし,






　1)1984年 長谷川潮によって発見 報告 された。
　　 長谷lii潮,「 軍神 と犠牲者のあいだ一 国家 の
　　 戦争 と個 人の戦争像⊥　『日本児童文学』,日
　　 本児童文学者協会.1984年8月 号
　2)鳥 越信,「 椋鳩十 と雑誌 拗 年倶樂部遍一椋
　　 文学研究の新 しい局面を迎えて一 ⊥ 椋鳩十
　　 生誕百年祭実行委員会 ・教育委員会 ・椋鳩十







　8)「 東京朝 臼新 聞⊥1941年12月8日 夕刊　 [12
　　 月9日 発行],1面
　9)「 東京朝 日新聞」1941年12月9日 日刊,1面
10)「 あ ・軍紳 ・特 別攻撃 隊九勇士⊥ 「大阪朝 日
　　 新聞」.　・,年3月7日 日刊,1面






12)文 部省唱歌 「ツキ」の～節である。rツ キ」
　　 は1910(明 治43>年7月21日,文 部省発行
　　 簿 常小学護本唱歌』 に発表されて以来,第
　　 五期国定教科書 「ウタノホン　上」(曲 名は
　　 「オ月サマ」)ま で,曲 名 を変更 しなが ら継続
　　　して取 り上げ られた。戦後検定教科書制度 と
　　 なるも,引 き続 き教科書 に取 り上げ られ,長
　　 い間子どもに親しまれ,歌 い継がれた。
13>軍 歌 「露営の歌」の一節。1937年 の毎 日新聞
　　 (当時の東京 日日薪聞 ・大阪毎 日新聞社が共
　　 同で〉の懸賞募集によって世に出た軍歌 で,
　　 作詞は薮内喜一郎であった古関祐而の作 曲に
　　　よりレコー ド化 され,大 流行 した。(古 関裕
　　 而,『 古 関裕而 「鐘 よ鳴 り響 け」』,日 本図書
　　 セ ンター,1997　 参照。)
　14)日 本は,明 治の開國以来富国強兵策に力を入
　　 れ軍国主義を推 し進めてきた。以来子 どもの
　　　日常生活に もその反映が見 られ,遊 びで も男
　　 児は陸軍や海軍兵士,女 児は従軍看護婦 にな
　　 る戦争ごっこが人気であった。おもちゃも,
　　 兵隊人形,軍 艦,飛 行機,戦 車 といった戦争
　　 に結びつ くものが多 く.こ うした傾向は 臼中
　　 戦争後はさらに強 まる。(羽 島知之編集,Ij
　　 料が語る戦時下の暮 らし』太平洋戦争下の日
一76
発 達 教 育 学 部 紀 要
　　本:昭 和16年 ～20年 麻生 プロデ ュース,
　　2004,p,88-89参 照。)
　　「軍人人形が驚異的に売れ。印刷玩具 も軍人
　　が主流 となった。デパー トの子 ども乗 り物の
　　売 り場には,戦 車や飛行機を模 したものが陳
　　列され,七 五三の晴れ着に も,陸 軍大将 ・海
　　軍大将の軍服が売 られ,女 の子 には,従 軍看
　　護婦の衣装まで用意された。」(山 中恒,妊 図
　　説]戦 争の.1,の子 どもたち一昭和少年文庫 コ
　　レクション壌歴史博物館 シリーズ,河 出書房
　　新社,1989,P.18-19参 照。)
　　写真 「靖国神社の七五三 もす っか り軍国調」
　　(1941年11月15日).『 朝 日歴史写真 ライブラ
　　リー　戦争 と庶民1940～49　 ①大政翼賛か ら
　　日米開戦』,朝 日新聞社,1995,A.51参 照
　　以上の資料にみ られるように,当 時子 どもに
　　とっての 「兵 たいさん」は,英 雄像として,
　　遊びの中で模倣す る憧れの対象であった。
15)1941年12月8Elに 日本軍はマレー半島,ハ ワ
　　イ真珠湾 を攻撃 し太平洋戦争瀾戦 となった。
　　開戦2日 後の12月 玲 日にはマレー沖海戦で大
　　勝 し,以 来 日本は 「破竹の勢い」でアジアに
　　侵攻 した。1月2目 マニラ占領,2月15FJシ
　　 ンガポール占領,3月8日 ビルマ ・ラングー
　　 ン占領,4月9臼 フィリピン ・バ ターン半島
　　占領.5月1巨 ビルマ ・マ ンダレー占領 と侵
　　攻は続 くが,6月5日 の ミッドウェー海戦で
　　日本の連合艦隊は大敗 し以後劣勢に傾いて行
　　 く。「日本が,ぐ ん ぐん大 きくなつてゐるこ
　　と」というのはまさに作晶 「太郎のかた」が
　　掲載された1942年6月 までの日本軍の状況で
　　ある。 ミッドウェー海戦で 日本の連合艦 隊が
　　大敗す るが1942年6月10日 の大本営発表 は
　　 ミッ ドウェー海戦で 日本軍が敵艦隊に大打撃
　　を与 えたと事実 と異なる発表をし,以 後 も相
　　変わらず 日本軍の勝利とい う偽 りの戦果を伝
　　えてきた。
16)「 新聞 ・ラジオは 日本軍の連戦連勝のニュー
　　スを伝え興奮のうちに一九四二年の新年を迎
　　えた。一月二 臼,日 本軍 はマニ ラを占領 し,
　　二月十五 日にはシンガポールを陥落 させた。
　　そ して二月十七 日,最 初の戦捷祝賀行事が行
　　なわれた。……(中 略)一 …・/そ の ころ学校
　　で戦勝学習地図が販売された。 これには,小
　　さな日の丸や ら爆弾や ら,沈 没す る艦船の絵
　　が別紙でついてお り,そ れを切 りとって,新
　　 しい占領地や,爆 撃地,あ るいは海戦洋上に




　　唐澤富太郎 も,教 室の壁 に貼 られた 「大東亜
　　地図Jに 「毎 日当番制で戦況が書き入れ られ
　　て行った。」 とい う当flj　T師 範学校付属国民
　　学校4年 生であった児童の回想録を記載 して
　　 いる。(唐 澤富太郎.『 教科書の歴史』,創 文
　　社,1956,P.496参 照。>






　　 は,「 太郎像 の変化」の[A']ぼ 兵 たいさ
　　 ん誰に傾倒 し.『 兵たい さん違か ら教育を受
　　 ける 『太郎到 に述べた。
21)注2,p.33
22)小 森良夫,『 市民 はいかにして戦争 に動員 さ




　　 1942(昭 和17)年6月 号 奮幼年倶樂部雲.
　　p.178
25)「 大 きな日本をぐっと担がれるように」 とは,
　　 「克 ク皇国 日本 ノ負荷二任ズベキ」 という皇
　　 国民の使命であ り,水 汲みの手伝いをし,体
　　 を丈夫に丈夫にすることは 「国民ノ基礎的錬
　　成」であった。 このように,当 時の国民学校
　　教育とは,こ れ を自覚 し自ら進んで実践する
　　子 どもを育てるものであった。さらにその教
　　育 は国民学校の中だけでな く,「学校 と家庭
　　 および社会との連絡 を密に し,児 童の教育を
　　全 うしようとした」のである。(文 部省編,
　　 『学制百年史』,帝 国地方行政学会,p.　X76)
26)文 部省編,『 学制百年史誰,帝 国地方行政学会,
　　 1972,　p.576
27)注24
28)『 幼年倶樂部』1942(昭 和17)年9月 号 「み
　　 なさんのおたより」 に掲載。上海第八 日本校
　　 2年 男児の便 り。
29)『 幼年倶樂部』192(昭 和17>年11月 号 「み
　　 なさんのおた より」 に掲載。東京市 田原校4
　　年の男児の便 り。
30)『 幼年倶樂部薩1942(昭 和17)年9月 号に掲
　　載 された。文は清閑寺健。
31)『 幼年倶樂部」1942(昭 和17)年11月 号 「み
　　 なさんのおた より」 に掲載。山梨県相生校3
　　 年の男児の便 り。
32)同 上
33)注2,p.33
34)　マ主2.　 p.33
35)注5.p.165
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